
３つの力の育成：「深く考える力」「思いや考えを行動にする力」「自分に負けない力」 

※％のついた数字は学校教育評価の回答「とても思う」「思う」の合計値 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

校長 石井 紀子 
令和７年の幕が開けました。３か月後には所属する集団が変わります。３年生と時を共にできる

のもあと２か月余りです。この仲間で過ごせるかけがえのない時間を大切にしたいと思います。 
引き続き「みんなが楽しく通える魅力ある彩り豊かな学校」をめざし、生徒、保護者の皆様、地域
の方々と対話をしながら教育活動を行ってまいります。 
１１月にご協力いただいたアンケートをもとに、学校教育評価がまとまりましたので、その概要を

ご報告いたします。ご多用の中、アンケートの回答へのご協力、誠にありがとうございました。紙面
が限られているため、ご協力いただいたアンケート集計結果については、学校ホームページに掲
載いたしますので、あわせてご覧くださいますようお願いいたします。良い評価をいただいた部分
は継続し、ご指摘いただいた部分は可能な限り改善し、令和 7年度の計画を立ててまいります。 
 
学校の取り組みについて 
●「小中で取り組んでいる３つの力について知っている」について、この３年間の推移は、保護
者の方が５２％→５８％→６５％、生徒が６０％→７２％→７８％で、３つの力が浸透してきている
ことを実感しています。めざす子ども像を家庭・地域と共有し、「深く考える力」「思いや考えを
行動にする力」「自分に負けない力」の育成に引き続き取り組んでまいります。 

●「学校は日々の教育活動をＨＰ等で知らせている」は保護者が９２．３％、生徒は９３．９％と肯
定的な回答が多い状況ですが、肯定的な回答をしていない方がいることを受け止め、「学校の
教育活動の見える化」を進め、さらにわかりやすい情報発信に努めてまいります。特に保護者
の方にできるだけ学校に来ていただくために、ご来校いただく日について、前年度中に１学期の
予定をお伝えし、４月の保護者会で年間予定をお配りし、ＨＰの「年間予定」に掲載するととも
に、ＨＰのトップ画面に当面の予定を掲載いたします。 

●「安心して楽しい生活が送れている」について、生徒は９３．９％が肯定的な回答をしていまし
たが、保護者の方は８６．４％と生徒より低めの数値でした。生徒には、各種アンケートや教育相
談等を定期的に実施し、生徒の困り感の解決に向けて共に考える機会をもっておりますが、 
保護者の皆様もお子様のことでご心配なことや安心して学校に送り出せない状況がありました
ら、ぜひ学校にご相談ください。家庭と学校が同じ方向を向いて、 
お子様の学校生活を支えていけたらと考えております。 

 
職員の状況について 
●「先生はわかりやすい授業づくりに取り組んでいる」９４．８％（生徒）、７５．５％（保護者） 
校内研究のテーマとして「思いや考えを行動にする力を育む授業づくり～ほんものの課題の解
決を通して～」を掲げ、授業力向上に向け職員間で授業公開に組織的に取り組んでいるところ
です。一人一台端末を効果的に活用しながら、実生活や実社会とつながる課題や教科の本質
（おもしろさ）とつながる課題の設定、課題解決的な学習過程の中で「思いや考えをもつ場面」
「行動（表現）する場面」の設定を行い、生徒の成長や今後の課題について語れる職員集団を
めざし、今後も授業改善に向け不断の努力を重ねてまいります。 

●「先生は生徒に寄り添い、相談や悩み事等に応じている」９０．６％（生徒）、８０．１％（保護者） 
９０％を超える生徒が肯定的な回答をしてはいるものの、職員の対応について十分ではないと
いう回答も見られます。保護者の方からは「学校を休んでいる生徒」「学習に遅れが出ている生
徒」「人間関係に悩んでいる生徒」への対応をより丁寧にしてほしいというご要望もいただいて
おります。このことに学校として真摯に目を向けて、これまで以上に、生徒の人権を尊重し、生
徒、保護者の皆様と対話をしながら信頼関係を築いていけるよう努め、支援を必要としている
生徒に、必要な支援を組織的にできるよう改善してまいります。 
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生徒の状況について 
●「係・委員会・行事等に意欲的に取り組んでいる」８９．７％（生徒）、８３．５％（保護者） 
●「仲間同士で切磋琢磨しようとする関係が築けている」９０．３％（生徒）、７７．３％（保護者） 
●「学校の決まりや社会のルールを守っている」９６．３％（生徒）、９２．０％（保護者） 
仲間と切磋琢磨しながら、係・委員会・行事等に意欲的に取り組んでいる様子がうかがえます。
安定した学校生活を送れるようにするためには、ルールや決まりを守ろうとする態度が必要で、
多くの生徒がそのような態度を身に付けていることは素晴らしいことであると捉えています。 

●「学校生活の中で活躍する機会や場がある」７９．３％（生徒）、６９．９％（保護者） 
●「どんなことでも最後まであきらめずに取り組んでいる」８０．２％（生徒）、７０．１％（保護者） 
●「授業や家庭学習に意欲的に取り組んでいる」７９．８％（生徒）、６８．５％（保護者） 
この３つの質問には２０％の生徒、３０％の保護者の方が肯定的でない回答をしています。この
ことを踏まえ、今後さらに生徒自身が「生徒が主役」を実感できる学校づくりを進め、「自治の
力」「自分に負けない力」を育み、学校だより、学年だより、HPのブログや「清新中ニュース」を
通じて、生徒の活躍する様子を発信してまいります。また、生徒が安定した学校生活を送れるよ
うにするためには、人権意識の高揚は欠かせないものと考えます。人権教育を充実させ、生徒
自身が集団の中で受け入れられ、必要とされていると感じられるような集団作り、学習に意欲
的に取り組める環境作りを行い、生徒自身が円滑な人間関係を築き、粘り強く頑張り切れるよ
う支援してまいります。今後もより一層、個々の生徒の教育的課題を把握するとともに、学習相
談会の実施のあり方について、検討・工夫を重ねてまいります。各ご家庭におかれましても、家
庭学習の習慣化に向けて話題にしていただけたらと思います。あわせて、生徒の困り感に寄り
添い、よりよい人間関係が構築できるよう支援するとともに、何かあった際には 
保護者の方と情報共有し、必要に応じて外部機関とも連携 
しながら最善の解決方法について共に考えてまります。 

 
まとめとして 
学校教育評価アンケートの回答から、今の清新中学校に足りない部分が浮き彫りにされ、それ
は自分自身が思っていることと一致する部分と、新たな視点を与えていただいた部分とありまし
た。これからも教職員、生徒、保護者の皆様、地域の皆様と対話を重ね、どのような学校なら魅
力があるのか、安心して過ごせるのかを追求してまいります。それぞれの立場において「魅力あ
る」とはどういうことなのか、生徒会本部役員との懇談会の際に聞いた意見や 3年生の面接練
習で聞いた考えも参考にしながら想像してみました。 
●生 徒→できた！わかった！のびた！変わった！という経験をし、仲間と共に成長できる。 
●教職員→学習、学級、委員会、行事、部活動等、生徒の成長の手応えを感じられる。 
●保護者→子どもの成長が実感できる。学校での学びが家庭で生かされる。 
●地 域→学校、生徒の役に立ったと感じられる。地域と学校がつながっている実感がある。 
  「魅力ある学校」を作るためには物理的にも心理的にも安心して・安全に過ごせる集団作りが
不可欠なため、「教室をそういう場にするためには、まず職員室をそういう場にしていこう」と職
員と確認しています。そのような空間を作るためには、働き方改革を推進し、教職員が生徒と向
き合う業務に集中できる状態を作る必要があります。このことについて保護者の皆様、地域の
皆様のご理解をいただき、お力をお借りしながら、学校運営を行ってまいります。今後も学校評
価アンケートだけでなく、ご来校いただいた際はアンケートをとらせていただきますので、その都
度、忌憚のないご意見をお願いいたします。年度当初に職員で決めた職員室のスローガン、
「気持ちに寄り添い、個性を認め、彩り豊かな清新中へ」をめざし、前に進んでまいります。 

 
ご家庭にお願いしたいこと 
●清新中学校区で育む３つの力「深く考える力」「思いや考えを行動にする力」「自分に負けな
い力」についてご確認いただき、その視点で成長を見ていただけますようお願いします。 

●学校 HPを定期的にご確認いただき、学校の状況についてご理解ください。 
●来校された際は、保護者アンケートにご協力ください。励ましのお言葉は生徒に紹介します。 
●スマートフォンの使用時間や使用方法について、ご家庭で話し合いをお願いします。 
●家庭学習の在り方について、ご家庭で話題にしていただけたらと思います。 
●お子様の様子で気になることがあれば、お気軽に学校にご連絡ください。 

https://1.bp.blogspot.com/-hm8iJqiqK0A/Xrea8HEzHNI/AAAAAAABY1g/pLF6BKo1pb0quS1cwNULHxmPwgJpv2sQACNcBGAsYHQ/s1600/study_school_jugyou_woman.png

